
1/2 

 (株)ジャパンバイオファーム http://www.japanbiofarm.com 

4．ＥＣ（導電率・電気伝道率）検定  ※ハウス栽培は必ず実施してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１． 抽出容器に Bのラインまで純水を入れる。 

 

 

 

 

 

 

 

２．抽出容器に Aのラインまで土を入れる。 

 

 

 

 

 

 

３．15秒ほど撹拌する。 
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４．EC メータで測定 

 

① のハンナ製 → 別ファイル“EC計分析手順書”を参照 

 

 

 

② の堀場製作所製 → 下記の５～ を参照 

 

 

５．導電率計のスイッチを入れ、センサー部分を純水ですすぐ。 
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６．校正モードにして、センサー部分に校正液（付属品）を入れ、「ＣＡＬ」ボタン

を押すと自動的に校正。その後、純水ですすぐ。 

 

７．「ＣＡＬ」ボタンを押し、導電率モード（mS/cm）の位置に▲を合わせてＥＣの

測定とする。 

 

８．抽出ろ液の上澄みを導電率計のセンサー部分に入れ、安定マーク が

出たら数字を読む。 

 

 

≪有機栽培における EC検定≫ 

 ＥＣ（Ｅｌｅｃｔｒｏ Ｃｏｎｄｕｃｔｉｄｉｔｙ：電気伝導度）とは、土壌溶液中の塩類濃度の指標として用いら

れます。硝酸態窒素、硫酸根、塩素などの陰イオンや土壌コロイドに吸着しきれずに土壌溶液中

に存在しているアンモニア態窒素、石灰、苦土、カリ等の陽イオンの量と比例して数値が高くなり、

一般的には、ＥＣが低い場合は土壌養分が少ないとされ、高い場合は土壌養分が多いとされて

います。特に施設土壌等では減肥（主に基肥の窒素量）の目安として活用されており、高すぎる

場合は塩類による濃度障害が起こる危険性が増します。野菜ごとに塩類に対する抵抗性が異な

るので把握しておきたい指標でもあります。 

 しかし、通常の露地栽培では降雨・降雪により肥料成分が流されてしまうため、ハウス栽培以

外での測定は必要ないと思われます。 

 有機栽培の施設圃場では窒素の形態が異なることもあり、０．５以下の値を示すことが多くあり

ます。１．０以上であれば何か問題があると考えられますが、その前に、分析土壌の取り方が間

違っていなかったかどうかを再度確認する必要があります。塩分の高い成分などが入ってしまっ

たなどのこともあります。特に硝酸態窒素やアンモニア態窒素の成分分析で高い値を示していな

いにもかかわらず、ＥＣ値が高い場合が稀にあります。その際は塩分測定を行うとともに再検査

を行ってみてください。 

 塩分濃度が高い場合は、牛舎などに用いる敷料（敷材）や堆肥の原料としたチップ（木材）に問

題がないか確認をする必要があります。牛舎にはミネラル補給のための鉱塩（こうえん）が常時

置いてあります。この粒が敷料と共に堆肥化され、ハウスに散布された場合は高濃度になってし

まう可能性があります。またチップについては外国材が多くありますので、木場のような状況化で

長く漬け置かれた木材が、脱塩せずに裁断された場合には可能性があります。 

 ハウス栽培では正常に作物が栽培できていても、正常値を確認するために、また異常を早く察

知するためにも、土壌分析を行う度に計測をお薦めします。 

http://asahinoen.hp.infoseek.co.jp/images/dojo/tejun/enbun_02_2.jpg
http://asahinoen.hp.infoseek.co.jp/images/dojo/tejun/enbun_02_2.jpg
http://asahinoen.hp.infoseek.co.jp/images/dojo/tejun/ec_07_2.jpg
http://asahinoen.hp.infoseek.co.jp/images/dojo/tejun/ec_07_2.jpg
http://asahinoen.hp.infoseek.co.jp/images/dojo/tejun/enbun_04_2.jpg
http://asahinoen.hp.infoseek.co.jp/images/dojo/tejun/enbun_04_2.jpg

